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道　標

７
月
に
郡
山
健
次
郎
司
教
の

後
任
と
し
て
、
教
皇
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
か
ら
鹿
児
島
教
区
司
教
の

任
命
を
受
け
て
い
た
中
野
裕
明

被
選
司
教
が
10
月
８
日
の
司
教

叙
階
式
（
於
・
宝
山
ホ
ー
ル
）

で
、
鹿
児
島
教
区
第
４
代
司
教

と
し
て
叙
階
さ
れ
、
着
座
し

た
。午

後
１
時
か
ら
始
め
ら
れ
た

叙
階
式
ミ
サ
で
は
、
祭
壇
が
設

置
さ
れ
た
宝
山
ホ
ー
ル
ス
テ
ー

ジ
に
主
司
式
の
郡
山
司
教
と
叙

階
を
受
け
る
中
野
被
選
司
教
を

は
じ
め
教
皇
大
使
を
含
む
約
20

人
の
司
教
団
、
全
国
か
ら
駆
け

つ
け
た
約
80
人
の
司
祭
た
ち
が

上
が
っ
た
。

福
音
朗
読
（
ヨ
ハ
ネ
10
・
11

〜
16
）
後
に
始
め
ら
れ
た
叙
階

の
儀
で
は
、
ま
ず
「
聖
霊
の
続

唱
」
が
歌
わ
れ
、
そ
の
後
、
司

教
総
代
理
・
泉
浩
二
神
父
が
郡

山
司
教
に
受
階
者
を
紹
介
し

た
。
こ
れ
を
受
け
て
郡
山
司
教

が
「
使
徒
座
任
命
書
」
の
有
無

を
尋
ね
る
と
、
そ
れ
を
ま
ず
教

皇
大
使
チ
ェ
ノ
ッ
ト
ゥ
大
司
教

が
ラ
テ
ン
語
で
、
続
い
て
事
務

局
長
の
末
吉
卓
也
神
父
が
日
本

語
で
朗
読
し
た
。

そ
の
後
は
、
中
野
被
選
司
教

７
月
７
日
、
教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
か
ら
パ
ウ
ロ
郡
山
健
次
郎
司
教
の
後
任
と
し
て
鹿
児
島
司

教
に
任
命
さ
れ
た
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル
中
野
裕
明
被
選
司
教
の
司
教
叙
階
式
が
、
10
月

８
日
（
月
）
午
後
１
時
か
ら
鹿
児
島
市
の
宝
山
ホ
ー
ル
（
県
文
化
セ
ン
タ
ー
）
で
行
わ
れ
た
。

会
場
に
は
１
１
０
０
人
余
り
の
信
者
ら
が
駆
け
つ
け
、
教
皇
大
使
、
日
本
の
司
教
団
、
日
本
各

地
か
ら
参
列
し
て
く
れ
た
司
祭
団
と
共
に
、
こ
れ
ま
で
鹿
児
島
教
区
を
導
い
て
く
れ
た
郡
山
健

次
郎
司
教
へ
の
感
謝
の
意
を
表
す
と
共
に
、
新
し
い
牧
者
の
誕
生
を
心
か
ら
祝
っ
た
。

「
ま
ず
、
神
の
国
と
そ
の
義
の
求
め
」
を
モ
ッ
ト
ー
に

郡
山
健
次
郎
司
教
か
ら
任
を
受
け
継
ぐ

レ
デ
ン
プ
ト
ー
ル
会
の
ジ
ェ

ラ
ル
ド
大
松
正
弘
神
父
が
10
月

８
日
（
月
）
夜
、
同
会
鹿
児
島

修
道
院
（
鹿
児
島
市
東
谷
山
２

︱
33
︱
13
）
で
、
心
筋
梗
塞
を

起
こ
し
神
の
み
も
と
に
召
さ
れ

た
。
61
歳
だ
っ
た
。
新
し
い
教

区
長
誕
生
の
瞬
間
に
立
ち
会
う

た
め
に
中
野
司
教
叙
階
式
に
参

列
し
、
そ
の
祝
賀
会
場
を
後
に

し
て
数
時
間
後
に
亡
く
な
っ
た

大
松
神
父
の
早
す
ぎ
る
訃
報
に

皆
が
驚
い
た
。

大
松
神
父
は
、
１
９
５
７
年

８
月
25
日
、
京
都
府
与
謝
野
町

加
悦
に
生
ま
れ
た
。
高
校
卒
業

後
、
大
阪
市
役
所
環
境
事
業
局

に
勤
務
。
レ
デ
ン
プ
ト
ー
ル
会

の
門
を
叩
い
た
の
は
１
９
８
０

年
の
こ
と
だ
っ
た
。
そ
の
後
、

同
年
４
月
か
ら
南
山
大
学
文
学

部
神
学
科
の
聴
講
生
と
な
り
、

１
９
８
２
年
３
月
、
初
誓
願
を

宣
立
し
た
。
司
祭
に
叙
階
さ
れ

た
の
は
、
１
９
８
７
年
３
月
21

日
。叙

階
後
は
母
間
教
会
で
助
任

司
祭
、
天
城
幼
稚
園
副
園
長
と

た
。大

松
神
父
と
の
別
れ
の
式
は

仮
通
夜
（
10
月
10
日
）
、
通
夜

（
11
日
）
、
葬
儀
ミ
サ
（
12

日
）
と
い
ず
れ
も
同
会
鹿
児
島

修
道
院
の
あ
る
谷
山
教
会
で
し

め
や
か
に
執
り
行
わ
れ
た
。

仮
通
夜
で
説
教
し
た
頭
島
光

神
父
（
レ
デ
ン
プ
ト
ー
ル
会
・

谷
山
教
会
主
任
司
祭
）
は
、
レ

デ
ン
プ
ト
ー
ル
会
入
会
前
か
ら

の
友
人
と
し
て
、
ま
た
修
練
期

を
一
緒
に
過
ご
し
て
き
た
兄
弟

と
し
て
数
々
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を

披
露
し
、
大
松
神
父
の
人
と
な

り
を
偲
ん
だ
。
翌
日
の
葬
儀
ミ

サ
は
中
野
裕
明
司
教
が
司
式

し
、
ま
た
説
教
を
母
間
教
会
で

共
に
働
い
て
い
た
同
会
の
福
崎

英
雄
神
父
が
行
っ
た
。

ま
た
大
松
神
父
、
最
後
の
赴

任
地
と
な
っ
た
母
間
教
会
（
徳

之
島
）
で
は
10
月
14
日
に
追
悼

ミ
サ
を
さ
さ
げ
、
神
父
の
永
遠

の
安
息
を
祈
っ
た
。

し
て
働
い
た
。
１
９
８
９
年
に

は
鹿
児
島
教
区
か
ら
異
動
と
な

り
、
愛
宕
教
会
（
長
崎
市
）
、

レ
デ
ン
プ
ト
ー
ル
小
神
学
院
で

働
い
た
。
そ
の
後
は
１
９
９
３

年
か
ら
３
年
間
、
谷
山
教
会
主

任
司
祭
と
し
て
働
い
た
後
、
雪

ノ
下
教
会
（
鎌
倉
市
）
、
舞
鶴

教
会
（
舞
鶴
市
）
で
司
牧
。
１

９
９
９
年
に
は
、
沖
永
良
部
に

赴
任
、
そ
の
２
年
後
に
は
、
再

び
レ
デ
ン
プ
ト
ー
ル
小
神
学
院

で
院
長
と
な
っ
た
。
２
０
０
３

年
か
ら
は
ず
っ
と

鹿
児
島
教
区
で
働

き
、
谷
山
教
会
、

出
水
教
会
、
母
間

教
会
、
川
内
教
会

で
司
牧
、
ま
た
隣

接
の
幼
稚
園
の
園

長
を
務
め
た
。
最

後
の
赴
任
地
と
な

っ
た
の
は
２
０
１

７
年
に
赴
任
し
た

母
間
教
会
だ
っ

大
松
正
弘
神
父
が
帰
天

新
司
教
誕
生
の
喜
び
の
余
韻
の
う
ち
に

が
高
見
三
明
大
司
教
と
郡
山
健

次
郎
司
教
、
前
田
万
葉
枢
機
卿

の
待
つ
、
祭
壇
前
に
進
み
「
司

教
と
し
て
の
務
め
を
忠
実
に
果

た
す
」
旨
の
約
束
を
表
明
し
、

諸
聖
人
の
連
願
へ
と
進
ん
だ
。

集
ま
っ
た
大
勢
の
信
者
た
ち
の

叫
び
に
も
似
た
連
願
が
会
場
を

包
ん
で
い
る
間
、
床
に
伏
し
て

い
た
中
野
被
選
司
教
は
連
願
が

終
わ
る
と
起
き
上
が
っ
て
跪
き

郡
山
司
教
か
ら
始
ま
っ
た
司
教

た
ち
か
ら
の
静
か
だ
が
願
い
の

込
め
ら
れ
た
按
手
を
受
け
た
。

按
手
の
後
は
、
跪
い
て
い
る

被
選
司
教
の
頭
上
に
福
音
書
が

か
ざ
さ
れ
、
司
教
団
に
よ
る

「
叙
階
の
祈
り
」
が
さ
さ
げ
ら

れ
た
。
そ
し
て
被
選
司
教
に
は

聖
香
油
が
塗
ら
れ
、
司
教
職
の

し
る
し
と
し
て
「
忍
耐
と
知
識

の
限
り
を
尽
く
し
て
、
神
の
言

葉
を
の
べ
伝
え
る
よ
う
」
福
音

書
が
、
忠
実
の
し
る
し
と
し
て

指
輪
が
、
そ
し
て
ミ
ト
ラ
（
司

教
帽
）
、
牧
者
の
務
め
の
し
る

し
バ
ク
ル
ス
（
牧
杖
）
が
授
与

さ
れ
た
。
こ
れ
ら
を
受
け
取
っ

た
中
野
司
教
は
、
郡
山
司
教
の

招
き
で
司
教
座
に
座
り
、
司
教

団
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
。
こ
れ

ら
の
儀
式
を
終
え
た
中
野
裕
明

司
教
は
、
教
皇
大
使
を
は
じ
め

と
す
る
司
教
た
ち
一
人
ひ
と
り

と
抱
擁
を
交
わ
し
、
感
謝
の
典

礼
へ
の
司
式
へ
と
入
っ
た
。

ミ
サ
の
終
わ
り
に
は
祝
賀
式

が
あ
り
、
日
本
司
教
団
を
代
表

し
て
高
見
三
明
長
崎
大
司
教
が

祝
辞
を
述
べ
た
。
そ
の
後
は
祝

電
披
露
の
後
に
、
中
野
司
教
、

教
皇
大
使
、
郡
山
司
教
に
花
束

が
贈
呈
さ
れ
た
後
、
司
祭
団
を

代
表
し
て
司
教
総
代
理
の
泉
浩

二
神
父
が
、
信
徒
を
代
表
し
て

大
熊
小
教
区
の
松
原
千
里
さ
ん

が
挨
拶
し
新
司
教
を
迎
え
る
喜

び
を
語
っ
た
。
そ
の
後
は
、
集

ま
っ
た
大
勢
の
信
者
た
ち
に
新

司
教
か
ら
の
祝
福
が
送
ら
れ
叙

階
式
を
終
え
た
。
叙
階
式
後
は

会
場
を
サ
ン
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル

に
移
し
、
新
司
教
を
祝
う
宴
が

あ
っ
た
。

福者レオ税所七右衛門

殉 教 祭
11月３日（土）

プログラム
11：00 集合・受付
（薩摩川内市6232）
11：40 巡礼行列
12：20 殉教祭ミサ
（京泊天主堂跡地）

主催：カトリック鹿児島司教区

鹿児島教区４代目司教として

中野裕明司教叙階・着座

中野被選司教に按手する郡山司教
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Quaerite autem primum regnum Dei et justitiam eius
まず、神の国とその義を求めよ（マタイ6・33）

「まず」とは日常生活での優先順位を指します。思い悩むなというイエスの諭し
（マタイ 6・25〜34）の結論として、「何よりもまず」（新共同訳）あるいは、「何はさ
ておき」という意味です。

「神の国」とは本質的にはキリストにおいてすでに始まった終末的な国ですが、同
時に各時代の人々とともに発展してゆくものです。愛と正義と平和と真理によって
成り立っている神の支配を指します。

「神の義」とは人類を救おうとする神の憐れみあふれる誠実を意味します。同時に
それは、人間に要求する通りの義を人間の中に作り出していく恵みでもあります。

紋章の説明
手を広げているキリストは愛、はかりは正義、鳩は平和、聖書は真理のシン

ボルです。背景の赤は日本に初めてキリストの福音をもたらした聖フランシス
コ・ザビエルの情熱を表し、青は海の色と同時に、神との対話に沈潜する祈りを
表現しています。

紋章の十字架についている 5 つの赤い点はキリストの十字架上での 5 つの
傷を象徴しています。

中野裕明司教の紋章

聖書を頭上にかざして司教団が叙階の祈りを
唱える

使
徒
座
任
命
書
を
朗
読
す
る
教
皇
大
使
チ
ェ

ノ
ッ
ト
ゥ
大
司
教

正
装
の
中
野
裕
明
鹿
児
島
司
教

着座した中野裕明司教

神の僕たちの僕、司教フランシス
コは、

鹿児島教区司祭であり、これまで
日本カトリック神学院院長を務めて
こられた親愛なる中野裕明鹿児島被
選司教様に挨拶と使徒的祝福をおく
ります。

イエスは、わたしに、謙遜の模範
に倣うように、そして心おごらず、
高きに目を向けず、大きなこと、わ
たしたちの力の及ばぬ驚くべきこと
を求めず、母の胸に憩う幼子のよう
に、心安らかでいるよう（詩篇130
〈131〉1〜2）諭されます。それ
で、わたしは単純な心で、喜んです
べてを神におささげしたいと思いま
す。さて、この子どものような主へ
の信頼をもって、わたしは、このた
び鹿児島教区教区長パウロ郡山健次
郎司教が引退されて、新しい牧者、
教区の責任者が与えられるのを待っ
ている鹿児島の羊の群れの切なる思
いに心を寄せています。そして、中
野司教様、あなたのことを考えまし
た。あなたは、さまざまの事に習熟
し、霊的な、また人間としての資質
に恵まれていることを示してこら
れ、このたびの務めを果たしていく

にふさわしい方であることが分かり
ました。

そこで、福音宣教省の見解をうか
がい、わたしの使徒的権能をもっ
て、あなたを鹿児島教区司教に任命
します。同時に、教会法の諸規定に
よるすべての権利と義務を付与しま
す。司教叙階式については、ローマ
以外の地で、カトリック司教であれ
ばいかなる司教によっても行うこと
ができます。その前にまず、教会法
の規定に従って、信仰宣言を行い、
わたしとわたしの後継者への忠誠の
約束をしてください。また、今回の
決定を鹿児島教区教会共同体の聖職
者と信徒の皆様に知らせてくださ
い。共同体の皆さんが、あなたを霊
的教師（魂の師）として尊敬を持っ
て受け入れますように。主があなた
に先立って進まれます。それは、あ
なたが思いやりのある牧者となっ
て、キリストの群れを見守り、大人
にも子どもにも、裕福な人にも貧し
い人にも福音を告げ、神の勧め、中
でも、この世に正義の業が成就する
よう、愛を、言葉だけではなく行い
をもって実践していくためです。

ローマ　聖ペトロの傍らにて、
2018年7月7日

教皇在位第6年　フランシスコ

使徒座任命書

郡山司教からバクル
スを渡される

叙階式後に司教団で記念撮影

熱い祈り「連願」が唱えられる
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て
、
盛
大
で
心
温
ま
る
ひ
と
と

き
と
な
り
ま
し
た
。

Ｗ
Ｗ
Ｍ
Ｅ
は
カ
ト
リ
ッ
ク
の

世
界
的
な
運
動
で
、
「
私
が
あ

な
た
が
た
を
愛
し
た
よ
う
に
、

互
い
に
愛
し
合
い
な
さ
い
。
」

（
ヨ
ハ
ネ
福
音
書
15
章
12
節
）

を
ビ
ジ
ョ
ン
に
掲
げ
、
教
会
に

お
い
て
、
ま
た
世
界
に
お
い

て
、
結
婚
と
司
祭
叙
階

の
価
値
を
宣
べ
伝
え
る

こ
と
を
使
命
と
し
て
い

ま
す
。

婚
姻
の
秘
蹟
を
生
き

る
夫
婦
が
そ
の
ミ
ッ
シ

ョ
ン
を
よ
り
深
め
る
た

め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提

供
し
、
日
本
で
は
１
９

７
４
年
か
ら
約
１
２
０

０
組
を
超
え
る
夫
婦
と

司
祭
･修
道
者
が
体
験

し
、
関
東
と
関
西
、
九

州
地
域
で
活
動
を
続
け

て
い
ま
す
。

今
回
は
ア
ジ
ア
の
11

カ
国
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
司

Ｗ
Ｗ
Ｍ
Ｅ
（
ワ
ー
ル
ド
ワ
イ

ド
･マ
リ
ッ
ジ
･エ
ン
カ
ウ
ン
タ

ー
）
の
第
43
回
ア
ジ
ア
会
議
が

９
月
16
日
（
日
）
〜
22
日

（
土
）
の
期
間
、
霧
島
で
開
催

さ
れ
、
最
終
日
の
閉
会
ミ
サ
と

パ
ー
テ
ィ
は
ザ
ビ
エ
ル
教
会
に

会
場
を
移
し
、
聖
歌
隊
と
小
教

区
の
皆
さ
ん
の
参
加
協
力
を
得

１
日
（
木
）
諸
聖
人

▼
聖
体
礼
拝
・
カ
テ
ド
ラ
ル

２
日
（
金
）
死
者
の
日

▼
平
秀
応
修
道
士
命
日
（
１
９
９
４
年
）

３
日
（
土
）
福
者
レ
オ
税
所
七
右
衛
門
殉
教
祭
・
京
泊
天
主
堂
跡

地
・
11
時
（
集
合
）

４
日
（
日
）
年
間
第
31
主
日

▼
死
者
ミ
サ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
納
骨
堂
前
広
場
（
奄
美
市
永

田
町
）
・
11
時

▼
唐
湊
墓
地
ミ
サ

▼
大
野
和
夫
神
父
命
日
（
２
０
１
６
年
）

８
日
（
木
）
ザ
ビ
エ
ル
祭
実
行
委
員
会
・
教
区
本
部
・
19
時

９
日
（
金
）
ラ
テ
ラ
ン
教
会
の
献
堂

▼
メ
ニ
ッ
ヒ
神
父
霊
名
（
聖
テ
ヨ
ド
ル
）

10
日
（
土
）
柳
本
繁
春
神
父
霊
名
（
教
皇
レ
オ
１
世
）

▼
ガ
ブ
リ
エ
ル
神
父
命
日
（
１
９
７
８
年
）

11
日
（
日
）
年
間
第
32
主
日

17
日
（
土
）
榊
修
神
父
命
日
（
２
０
１
４
年
）

18
日
（
日
）
年
間
第
33
主
日

▼
貧
し
い
人
の
た
め
の
世
界
祈
願
日

▼
聖
書
週
間
・
〜
25
日
ま
で

19
日
（
月
）
司
祭
評
議
会
・
教
区
本
部
・
14
時

▼
教
区
司
祭
会
・
教
区
本
部
・
16
時

20
日
（
火
）
コ
ン
ベ
ン
ツ
ス
・
教
区
本
部
・
10
時

▼
三
木
巌
神
父
命
日
（
２
０
０
０
年
）

25
日
（
日
）
王
で
あ
る
キ
リ
ス
ト

▼
オ
リ
ー
ブ
の
会
・
教
区
本
部
・
14
時

30
日
（
金
）
聖
ア
ン
デ
レ
使
徒

祈
り
の
意
向

【
祈
祷
の
使
徒
会
】

福
音
宣
教

平
和
へ
の
奉
仕

日
本
の
教
会

世
を
去
っ
た
人
々
と
そ
の
遺
族

喜
び
と
希
望
、
感
謝
に
満
た
さ
れ
る

Ｍ
Ｅ
ア
ジ
ア
会
議
鹿
児
島
大
会
終
わ
る

会

と

催

し

11
月

祭
と
夫
婦
各
３
人
の
代
表
と
オ

ブ
ザ
ー
バ
ー
を
含
む
総
勢
54
人

が
22
日
午
前
中
ま
で
霧
島
国
際

ホ
テ
ル
に
集
ま
り
、
ミ
サ
と
祈

り
、
養
成
、
活
動
報
告
を
行
い

ま
し
た
。
ま
た
会
議
の
合
間
に

は
、
鹿
児
島
、
宮
崎
、
福
岡
に

加
え
関
東
、
関
西
の
Ｍ
Ｅ
の
仲

間
が
、
言
葉
の
壁
を
乗
り
越
え

て
笑
顔
で
毎
日
お
世
話
し
交
流

の
時
間
を
持
ち
ま
し
た
。
茶
道

の
お
点
前
の
披
露
も
あ
り
、
遠

足
で
は
唐
船
峡
の
流
し
そ
う
め

ん
や
指
宿
の
砂
蒸
し
温
泉
体
験

な
ど
に
も
同
伴
し
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。

最
終
日
の
22
日
、
ザ
ビ
エ
ル

教
会
に
各
国
の
民
族
衣
装
で
集

合
し
た
代
表
を
囲
ん
で
、
日
本

代
表
チ
ー
ム
で
あ
る
郡
山
司
教

様
と
、
中
野
被
選
司
教
様
に
も

お
い
で
い
た
だ
き
、
15
人
の
司

祭
に
よ
る
日
本
語
の
ミ
サ
は
美

し
い
典
礼
聖
歌
に
彩
ら
れ
て
荘

厳
に
行
わ
れ
、
来
年
の
開
催
国

で
あ
る
韓
国
に
引
継
ぎ
を
し
ま

短
　
歌鴨

池
教
会
　
前
田
儀
子

雨
の
中
南
に
雷
の
と
ど
ろ
く
を

合
図
に
椰
子
は
黄
の
花
こ
ぼ
す

読
み
す
す
む
近
藤
芳
美
の
歌
集

を
置
き
夜
の
灯
の
も
と
足
の
爪

切
る

聖
書
の
解
読
に
な
ほ
物
足
り
ず

自
ら
の
予
兆
的
解
釈
を
な
せ
る

パ
ス
カ
ル

俳
　
句玉

里
教
会
　
川
越
弘
子

台
風
の
通
り
す
ぎ
去
り
子
に
電

話

文
　
芸

し
た
。

懇
親
会
場
の
ホ
ー
ル
で
は
琴

と
尺
八
の
演
奏
で
参
加
者
を
歓

迎
。
各
国
の
舞
踊
や
寸
劇
が
披

露
さ
れ
、
会
場
か
ら
飛
び
入
り

も
あ
り
、
郡
山
司
教
様
率
い
る

奄
美
の
「
六
調
」
で
は
全
員
の

体
が
自
然
に
動
き
始
め
、
司
祭

た
ち
も
夫
婦
も
神
を
た
た
え
る

喜
び
が
爆
発
し
た
よ
う
に
踊
り

続
け
ま
し
た
。

参
加
し
た
各
国
代
表
か
ら
、

「
日
本
の
お
も
て
な
し
は
素
晴

ら
し
い
、
日
本
人
の
細
や
か
な

心
配
り
に
感
動
し
た
。
」
と
、

感
謝
の
こ
と
ば
が
閉
会
後
に

次
々
と
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

日
本
の
Ｍ
Ｅ
は
ア
ジ
ア
各
国

に
比
べ
て
小
規
模
で
す
が
、
九

州
、
特
に
鹿
児
島
の
Ｍ
Ｅ
は
熱

い
！
「
神
様
は
小
さ
い
も
の
の

中
に
こ
そ
働
か
れ
る
。
」
夫
婦

の
愛
に
お
ら
れ
る
イ
エ
ス
･キ

リ
ス
ト
を
も
っ
と
力
強
く
伝
え

て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ご
一
緒
い
た
だ
い
き
、
支
え

て
く
だ
さ
っ
た
仲
間
と
ザ
ビ
エ

ル
教
会
の
皆
さ
ま
に
感
謝
い
た

し
ま
す
！

（
Ｍ
Ｅ
日
本
代
表
神
馬
宏

美
・
久
美
）

９
月
23
日
（
日
）
午
後
、
ザ

ビ
エ
ル
教
会
で
コ
ン
ベ
ン
ツ
ア

ル
会
の
松
田
清
四
朗
神
父
の
講

演
会
が
あ
っ
た
。
主
催
し
た
の

は
教
区
巡
礼
委
員
会
。
講
演
を

聞
い
た
谷
山
教
会
の
塩
貝
久
代

さ
ん
の
感
想
を
紹
介
し
た
い
。

⭐
∗

∗
∗

∗

９
月
23
日
（
日
）
午
後
１
時

か
ら
開
か
れ
た
松
田
清
四
朗
神

父
の
講
演
会
の
テ
ー
マ
は
「
第

二
バ
チ
カ
ン
公
会
議
は
何
を
教

え
た
の
か
」
。
冊
子
と
映
像
を

使
っ
て
の
講
義
は
と
て
も
分
か

り
や
す
い
も
の
で
し
た
。

第
二
バ
チ
カ
ン
公
会
議
が
打

ち
出
し
た
も
の
は
①
信
仰
の
源

泉
・
聖
書
（
み
言
葉
）
に
立
ち

返
る
②
現
代
社
会
と
の
和
解
と

対
話
③
教
会
の
自
己
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
ー
の
見
直
し
と
い
う

こ
と
で
し
た
。

そ
し
て
終
わ
り
に
聖
書
通
読

マ
ラ
ソ
ン
に
つ
い
て
の
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
３
６
５

日
で
聖
書
を
全
巻
読
破
し
よ
う

と
い
う
も
の
で
す
。
私
も
つ
い

こ
の
前
、
４
回
目
を
始
め
ま
し

た
。
と
に
か
く
読
む
の
が
楽
し

く
な
り
ま
す
。
皆
さ
ん
も
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

（
谷
山
教
会
　
塩
貝
久
代
）

10
月
８
日
の
司
教
叙
階
式
の
挙
行
に
あ
た
り

ま
し
て
は
、
会
場
設
営
、
受
付
、
案
内
、
片
づ

け
の
た
め
に
大
勢
の
信
者
の
み
な
さ
ん
の
ご
協

力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

公
共
機
関
の
施
設
で
あ
る
た
め
、
設
営
と
片

づ
け
の
時
間
が
限
ら
れ
、
ま
た
１
０
０
０
人
を

超
え
る
参
列
者
が
見
込
ま
れ
る
中
で
、
司
教
・

司
祭
団
、
来
賓
、
一
般
の
方
々
を
円
滑
に
案
内

す
る
に
は
、
一
人
で
も
多
く
の
協
力
者
が
必
要

で
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
大
勢
の
信
者
の

方
々
が
快
く
協
力
に
応
じ
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
お
か
げ
さ
ま
で
、
設
営
・
片
づ
け
は
短
時

間
で
終
わ
り
、
ま
た
受
付
・
案
内
も
混
乱
な
く

行
え
ま
し
た
。

皆
様
が
喜
ん
で
ご
奉
仕
く
だ
さ
っ
た
こ
と
に

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

司
教
叙
階
式
実
行
委
員
会
 　
末
吉
卓
也

第
二
バ
チ
カ
ン
公
会
議
の
伝
え
た
も
の

松
田
清
四
朗
神
父
の
講
演
を
聞
い
て

ザビエル教会であった閉幕ミサ後に

霧島市のホテルであった会議の様子

ご協力に感謝したします！
信者の力が結集した司教叙階式
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い
な
い
状
態
だ
と
。
「
神
は
ど

こ
に
い
る
の
？
」
と
問
い
か
け

る
と
き
、
む
し
ろ
「
私
は
ど
こ

に
い
る
の
？
」
と
問
い
か
け
な

さ
い
と
。
神
は
上
か
ら
も
下
か

ら
も
、
前
・
後
ろ
・
右
・
左
か

ら
も
私
を
包
ん
で
い
て
く
だ
さ

り
「
転
ん
で
も
神
の
中
に
い

る
」
と
。
本
田
師
は
「
信
仰
」

を
「
信
頼
し
て
歩
み
を
起
こ

す
」
と
、
「
希
望
」
を
「
確
か

な
こ
と
に
心
を
向
け
る
」
と
、

そ
し
て
「
愛
」
を
「
人
を
大
切

に
す
る
」
と
表
現
さ
れ
て
い
ま

す
。今

回
は
、
加
治
屋
町
教
会
の

松
本
敏
之
牧
師
や
、
障
害
者
目

線
・
当
事
者
目
線
で
県
政
に
チ

ャ
レ
ン
ジ
す
る
安
楽
ひ
で
み
さ

ん
も
参
加
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
講
演
会
の
翌
日
急
逝
さ
れ

た
大
松
正
弘
神
父
も
若
い
こ
ろ

野
宿
の
人
び
と
へ
の
声
掛
け
・

お
に
ぎ
り
や
毛
布
配
り
を
し
、

そ
こ
に
自
分
の
原
点
が
あ
っ
た

と
生
前
語
っ
て
い
た
こ
と
が
思

い
出
さ
れ
ま
す
。
（
文
・
本
村

裕
之
　
撮
影
・
永
田
琢
朗
）
  

に
、
貧
し
い
人
々
と
す
べ
て
苦
し

ん
で
い
る
人
々
の
も
の
は
、
キ
リ

ス
ト
の
弟
子
た
ち
の
喜
び
と
希

望
、
悲
し
み
と
苦
し
み
で
も
あ

る
。
真
に
人
間
的
な
事
が
ら
で
、

キ
リ
ス
ト
の
弟
子
た
ち
の
心
に
反

響
を
呼
び
起
こ
さ
な
い
も
の
は
一

つ
も
な
い
。
」
と
宣
言
し
た
。
長

時
間
労
働
で
疲
労
困
憊
し
て
い
る

非
正
規
労
働
者
、
親
の
経
済
的
困

窮
の
た
め
に
食
事
や
衣
類
で
辛
い

思
い
を
強
い
ら
れ
て
い
る
子
ど
も

た
ち
、
基
地
公
害
で
平
穏
な
日
常

生
活
を
送
る
こ
と
の
で
き
な
い
沖

縄
の
住
民
た
ち
、
放
射
能
汚
染
の

危
害
か
ら
故
郷
を
離
れ
ざ
る
を
え

な
い
福
島
の
人
た
ち
、
こ
れ
ら
の

人
々
の
苦
し
み
を
受
け
と
め
る
こ

と
が
、
キ
リ
ス
ト
者
の
責
務
で
あ

る
だ
ろ
う
。
「
政
治
の
問
題
で
あ

る
」
、
「
国
の
政
策
に
宗
教
は
関

わ
る
べ
き
で
は
な
い
」
、
と
い
う

理
由
で
、
教
会
が
消
極
的
で
あ
る

な
ら
ば
、
「
キ
リ
ス
ト
の
弟
子
」

で
あ
る
こ
と
を
自
ら
否
定
す
る
こ

と
に
な
ら
な
い
だ
ろ
う
か
。

パ
ウ
ロ
６
世
は
、
「
現
代
世

界
憲
章
」
の
精
神
を
継
続
さ

せ
、
今
日
の
教
会
の
責
任
を
果

た
す
た
め
に
「
正
義
と
平
和
委

員
会
」
の
設
置
を
公
表
し
た
。

「
正
義
と
平
和
」
は
聖
書
に
根

拠
を
も
つ
言
葉
で
あ
る
が
、
ず

い
ぶ
ん
誤
解
さ
れ
て
い
る
。
私

た
ち
が
「
正
義
」
と
い
う
言
葉

を
道
徳
的
・
法
律
的
に
理
解
し

て
い
る
か
ら
で
は
な
い
か
。

教
皇
パ
ウ
ロ
６
世
は
、
私
た

ち
が
活
動
し
て
い
る
「
正
義
と

平
和
協
議
会
」
の
産
み
の
親
で

あ
る
。
教
皇
は
第
二
バ
チ
カ
ン

公
会
議
後
終
了
の
２
年
後
、
１

９
６
７
年
に
「
正
義
と
平
和
委

員
会
」
を
教
皇
庁
に
設
置
し
、

世
界
の
各
教
区
に
開
設
を
呼
び

か
け
た
。
公
会
議
が
打
ち
出
し

た
「
現
代
社
会
と
の
対
話
」

「
開
か
れ
た
教
会
」
の
理
念
を

具
現
化
す
る
も
の
で
あ
る
。

第
二
バ
チ
カ
ン
公
会
議
の

「
現
代
世
界
憲
章
」
（
１
９
６
５

年
）
は
冒
頭
に
「
現
代
人
の
喜
び

と
希
望
、
悲
し
み
と
苦
し
み
、
特

「
正
義
の
味
方
」
「
正
義
漢
」

な
ど
の
よ
う
に
。
聖
書
に
書
か

れ
て
い
る
「
正
義
」
は
、
あ
ら

ゆ
る
被
造
物
が
、
神
か
ら
与
え

ら
れ
た
権
利
と
義
務
を
十
分
に

果
た
せ
る
よ
う
な
状
態
を
築
き

あ
げ
る
こ
と
で
あ
り
、
「
平

和
」
と
は
、
そ
こ
に
生
み
出
さ

れ
る
も
の
と
理
解
し
て
い
る
。

（
本
田
哲
郎
「
正
義
と
平
和

福
音
宣
教
の
か
な
め
」
参

照
）
、
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
、

小
さ
く
さ
れ
た
者
の
側
に
立

ち
、
痛
み
や
苦
し
み
に
近
づ
こ

う
と
す
る
働
き
が
「
正
義
と
平

和
」
の
活
動
の
基
本
で
あ
る
。

自
衛
隊
を
軍
隊
と
し
て
容
認
さ

せ
る
た
め
の
憲
法
９
条
の
改
悪

に
対
し
て
は
、
不
正
の
構
造
を

作
ろ
う
と
す
る
権
力
者
た
ち
を

糾
弾
す
る
こ
と
も
あ
る
。

10
月
14
日
、
パ
ウ
ロ
６
世
は

ロ
メ
ロ
大
司
教
と
と
も
に
、
列

聖
さ
れ
た
。
日
々
正
義
の
た
め

に
働
く
こ
と
で
、
列
聖
の
お
祝

い
と
し
た
い
。
「
私
た
ち
の
教

会
共
同
体
が
現
代
社
会
の
人
々

と
と
も
に
正
義
と
平
和
の
実
現

の
た
め
に
力
を
尽
く
す
こ
と
が

で
き
ま
す
よ
う
に
」
（
10
月
14

日
の
共
同
祈
願
よ
り
）
(紫
原

教
会
　
山
下
和
実
）

お
知
ら
せ

▼
社
会
問
題
の
分
か
ち
合
い

（
毎
月
第
三
土
曜
日
）

日
　
時
：
11
月
17
日
（
土
曜

日
）
13
時
〜
16
時

場
　
所
：
教
区
本
部

内
　
容
：
原
発
・
改
憲
・
沖
縄

問
題
に
つ
い
て
の
情
報
交
換

そ
の
他

「
聖
書
を
発
見
す
る
」
と
題

し
て
、
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
・
本

田
哲
郎
神
父
の
講
演
会
が
10
月

７
日
（
日
）
午
後
４
時
か
ら
、

教
区
本
部
で
あ
り
ま
し
た
。
主

催
は
鹿
児
島
カ
ト
リ
ッ
ク
正
義

と
平
和
協
議
会
。
参
加
者
は
約

40
人
で
し
た
。

初
め
に
本
田
師
が
話
を
さ

れ
、
そ
の
後
み
ん
な
か
ら
の
質

問
に
一
つ
ひ
と
つ
答
え
ら
れ
ま

し
た
。
印
象
に
残
っ
た
こ
と
を

挙
げ
て
い
き
ま
す
。

イ
エ
ス
は
キ
リ
ス
ト
教
徒
で

は
な
く
、
死
ぬ
ま
で
ユ
ダ
ヤ
教

徒
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
。
洗

礼
と
は
「
罪
が
洗
い
清
め
ら
れ

て
オ
メ
デ
ト
ー
！
」
で
は
な
く

「
汚
れ
た
水
に
頭
の
先
ま
で
身

を
沈
め
る
」
と
い
う
こ
と
。
そ

し
て
そ
れ
は
イ
エ
ス
が
ゲ
ッ
セ

マ
ネ
で
「
取
り
除
け
て
く
だ
さ

い
」
と
ま
で
父
に
願
っ
た

「
盃
」
の
こ
と
だ
と
。
十
字
架

上
で
の
「
エ
ロ
イ
　
エ

ロ
イ
　
レ
マ
　
サ
バ
ク

タ
ニ
」
と
い
う
言
葉

は
、
旧
訳
聖
書
に
使
わ

れ
た
ヘ
ブ
ラ
イ
語
で
は

な
く
、
当
時
イ
エ
ス
が

話
せ
た
ア
ラ
マ
イ
語
で

あ
り
、
イ
エ
ス
は
詩
編

22
編
を
唱
え
始
め
た
の

で
は
な
く
、
イ
エ
ス
自

身
が
本
当
に
絶
望
の
ど

ん
底
で
死
ん
で
い
っ
た

と
。「

正
義
」
と
は
抑
圧

か
ら
の
解
放
で
、
「
平

和
（
シ
ャ
ロ
ー
ム
）
」

と
は
傷
つ
い
た
部
分
が

ど
こ
に
も
放
置
さ
れ
て

Ｋ
Ｊ
Ｐ
（
鹿
児
島
正
義
と
平
和
協
議
会
）
通
信
11
月
号

イ
エ
ス
様
の
有
名
な
言
葉
に

「
悔
い
改
め
よ
。天
の
国
は
近
づ

い
た
」
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま

す
（
マ
タ
イ
４
・
17
）。
こ
の
言

葉
は
分
り
易
い
も
の
の
、
そ
の

深
み
を
知
る
為
に
も
直
前
で
引

用
さ
れ
た
イ
ザ
ヤ
の
預
言
に
於

け
る「
悔
い
改
め
」と
い
う
言
葉

の
使
わ
れ
方
と
こ
の
言
葉
が
発

せ
ら
れ
た
歴
史
的
背
景
を
み
て

み
ま
し
ょ
う（
イ
ザ
ヤ
８
・
23
、

９
・
１
）。

イ
ザ
ヤ
の
預
言
で
は
こ
の
言

葉
が
非
常
に
特
徴
的
に
用
い
ら

れ
て
い
ま
す
。
預
言
者
イ
ザ
ヤ

は
神
様
か
ら「
行
け
、こ
の
民
に

国
の
王
ア
ハ
ズ
は
自
国
を
守
る

た
め
に
ア
ッ
シ
リ
ア
と
手
を
組

み
ま
し
た
。そ
の
際
、ア
ハ
ズ
王

は
同
盟
の
証
と
し
て
ア
ッ
シ
リ

ア
の
神
々
を
ユ
ダ
王
国
内
で
崇

拝
す
る
こ
と
容
認
し
た
の
で

す
。異

国
の
神
を
自
国
で
礼
拝
す

る
こ
と
は
、
ユ
ダ
ヤ
の
民
に
と

っ
て
は
ま
っ
た
く
考
え
ら
れ
な

い
こ
と
で
す
。
こ
の
こ
と
を
預

言
者
イ
ザ
ヤ
は
厳
し
く
糾
弾
し

た
の
で
す
。ま
た
こ
の
時
、如
何

な
る
強
敵
に
晒
さ
れ
よ
う
と
も

神
の
救
い
が
必
ず
あ
る
こ
と
を

王
に
進
言
し
た
言
葉
こ
そ
、
あ

の
有
名
な
イ
ン
マ
ヌ
エ
ル
預
言

だ
っ
た
の
で
す
（
イ
ザ
ヤ
７
・

14
）。で

は
、何
故
、主
な
る
神
は
イ

ザ
ヤ
を
「
悔
い
改
め
て
癒
さ
れ

る
こ
と
の
な
い
た
め
に
」
遣
わ

さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
の

こ
と
に
つ
い
て
は
来
月
、
お
話

し
す
る
こ
と
に
し
ま
し
ょ
う
。

康由神父の聖書教室⑺

頑 迷 預 言 …
イザヤの受けた命令

言
う
が
よ
い
／
よ
く
聞
け
、
し

か
し
理
解
す
る
な
／
よ
く
見

よ
、
し
か
し
悟
る
な
、
と
。
こ
の

民
の
心
を
か
た
く
な
に
し
／
耳

を
鈍
く
、目
を
暗
く
せ
よ
。目
で

見
る
こ
と
な
く
、
耳
で
聞
く
こ

と
な
く
／
そ
の
心
で
理
解
す
る

こ
と
な
く
／
悔
い
改
め
て
い
や

さ
れ
る
こ
と
の
な
い
た
め
に
。」

と
命
じ
ら
れ
ま
し
た
（
イ
ザ
ヤ

６
・
９
〜
10
）。

な
ぜ
、
イ
ザ
ヤ
は
預
言
者
の

働
き
に
反
す
る
よ
う
な
命
令
を

神
様
か
ら
受
け
た
の
で
し
ょ
う

か
。
こ
れ
が
「
頑
迷
預
言
」
と
呼

ば
れ
る
所
以
で
す
。
こ
の
箇
所

を
読
み
解
か
な
い
こ
と
に
は
、

マ
タ
イ
福
音
書
に
於
け
る
イ
エ

ス
様
の
言
葉
の
意
味
が
よ
く
理

解
で
き
ま
せ
ん
。

そ
の
前
に
、
こ
の
箇
所
を
理

解
す
る
た
め
に
は
、
歴
史
的
背

景
を
知
っ
て
お
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

こ
の
当
時
、
強
国
ア
ッ
シ
リ

ア
は
西
オ
リ
エ
ン
ト
征
服
と
い

う
野
望
を
抱
き
、
国
家
神
ア
シ

ェ
ル
の
も
と
に
全
世
界
を
服
従

さ
せ
る
た
め
に
勢
力
を
拡
大
し

よ
う
と
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の

よ
う
な
中
に
あ
っ
て
、
ユ
ダ
王

聖
書
を
発
見
す
る

本
田
哲
郎
神
父
の
講
演
を
聞
い
て

第36回シドッチ神父上陸記念祭

日　時：11月23日（金）14時
場　所：神父シドッチ上陸記念碑前（屋久島

町小島山の瀬）及び小島公民館
主　催：屋久島町・屋久島町教育委員会
共　催：カトリック屋久島教会
後　援：小島区
日　程：開会 14時
            挨拶 荒木耕治屋久島町長
                  中野裕明鹿児島司教
                  岩川修一小島区長
講　話：14時15分

マリオ・カンドゥッチ神父（フラン
シスコ会）

移　動：14時35分　小島公民館（徒歩5分）
記念講演

元文京区教育委員会教育総務課文化
財保護係主任主事　切支丹屋敷跡発
掘調査担当　池田悦夫　氏

閉　会：16時30分
ミ　サ：カトリック屋久島教会
※１人でも多くの方の出席をお待ちしていま

す。宿泊など問い合わせは、栃尾神父（種
子島・屋久島教会　℡090-3785-9335）

い
つ
く
し
み
の
特
別
聖
年
（
２
０
１
５
年
12
月
８
日

〜
２
０
１
６
年
11
月
20
日
）
の
閉
年
に
あ
た
り
公
布
さ

れ
た
使
徒
的
書
簡
「
あ
わ
れ
み
あ
る
か
た
と
、
あ
わ
れ

な
女
」
（
２
０
１
６
年
）
で
教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
は
、

年
間
第
33
主
日
を
「
貧
し
い
人
の
た
め
の
世
界
祈
願

日
」
と
す
る
よ
う
定
め
ま
し
た
。

ご
自
分
を
小
さ
い
者
や
貧
し
い
者
と
み
な
さ
れ
た
キ

リ
ス
ト
に
倣
い
、
貧
し
い
人
、
弱
い
立
場
に
あ
る
人
に

寄
り
添
い
、
奉
仕
す
る
よ
う
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

不
平
等
や
不
正
義
の
な
い
世
界
の
実
現
に
向
け
て
、

具
体
的
な
わ
ざ
を
通
し
て
神
の
い
つ
く
し
み
の
あ
か
し

人
と
な
れ
る
よ
う
、
祈
り
求
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

11
月
18
日
は
貧
し
い
人
の
た
め
の
世
界
祈
願
日


